
笑 顔 と が ん ば り の 町

広報 お の ま ち

4
Public 
Relations 
ONOMACHI

No.626ＪＲ小野新町駅開業 100 周年イベント

2015



当初予算の概要
　平成27年度一般会計予算の総額は50億2500万円で、

前年度対比10.2％、４億6,500万円の増額となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

 
 

 

 
  

  
  

  
  

 

 
 

 

 
  

 
 

  
 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
 

町税
９億1,702万３千円

18.25％

自主財源
29.43％

財産収入
3,484万１千円
0.69％

繰入金ほか
４億3,011万８千円

8.56％

分担金及び負担金ほか
9,677万２千円
1.93％

町債
５億4,490万円
10.84％

国庫支出金
５億915万４千円

10.13％

県支出金
３億29万２千円

5.98％

地方消費税交付金
１億6,790万円
3.34％

地方譲与税ほか
7,800万円
1.55％

地方交付税
19億4,600万円
38.73％

依存財源
70.57％

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

議会費
9,387万５千円
1.87％

総務費
６億7,900万５千円

13.51％

民生費
13億193万２千円

25.91％

衛生費
５億8,273万
５千円
11.60％

農林水産業費
１億8.045万９千円

3.59％

商工費
4,621万６千円
0.92％

土木費
４億5,556万３千円

9.06％

消防費
２億8,072万２千円

5.59％

教育費
８億9,276万７千円

17.77％

災害復旧費ほか
5,611万８千円
1.11％

公債費
４億5,560万８千円

9.07％
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■繰入金ほか…繰入金、繰越金、　諸収入
■分担金及び負担金ほか…分担金及び負担
　金、使用料及び手数料、寄付金
■地方譲与税ほか…地方譲与税、利子割交
　付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割
　交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車
　取得税交付金、地方特例交付金、交通安
　全対策特別交付金

■災害復旧費ほか…災害復旧費、労働費、
　諸支出金、予備費

一般会計
歳出

一般会計
歳入

平成27年度当初予算
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（単位：千円）

区分 本年度
予算額

前年度
予算額 比較 増減率

（％）
一般会計 5,025,000 4,560,000 465,000 10.20
国民健康保険特別会計 1,510,402 1,370,000 140,402 10.20
後期高齢者医療特別会計 106,372 108,000 △1,628 △1.50
除染対策事業特別会計 53,000 850,000 △797,000 △93.80
介護保険特別会計 1,170,540 1,067,000 103,540 9.70
介護保険サービス事業特別会計 3,259 3,500 △241 △6.90
浄化槽整備推進事業特別会計 85,499 71,000 14,499 20.40
文化・体育振興基金特別会計 3,136 3,200 △64 △2.00
水
道
事
業
会
計

収益的収入 164,979 159,753 5,226 3.30
収益的支出 159,739 155,945 3,794 2.40
資本的収入 114,134 61,134 53,000 86.70
資本的支出 191,913 166,804 25,109 15.10

●町税
　町民の皆さんに納めていただく
　税金です。町民税、固定資産税
　などがあります。
●地方交付税
　国税のうち、所得税、法人税、
　酒税、消費税およびたばこ税の
　一定割合を地方公共団体が等し
　く事務を遂行できるよう一定の
　基準で国が交付する税です。
●国県支出金
　国、県が使い道を決めて交付す
　るお金です。

●議会費
　議会運営に使うお金です。
●総務費
　町政運営のための一般管理など
　に使うお金です。
●民生費
　高齢者・障がい者・児童福祉な
　どの支援に使うお金です。
●衛生費
　健康増進、疾病予防、環境保全、
　清掃などに使うお金です。
●農林水産業費
　農林水産業の振興や農業用施設
　の整備に使うお金です。
●商工費
　商工業や観光振興などに使うお
　金です。
●土木費
　道路などの整備、維持管理に使
　うお金です。
●消防費
　消防、水防、災害対策に使うお
　金です。
●教育費
　小・中学校、幼稚園、文化・スポー
　ツ振興などに使うお金です。
●公債費
　借入金の返済に使うお金です。

用語解説

歳出

歳入
（単位：千円）

科目 本年度
予算額

前年度
予算額 比較 増減率

（％）
町民税 391,178 405,522 △14,344 △3.54
固定資産税 403,410 410,611 △7,201 △1.75
軽自動車税 27,731 26,277 1,454 5.53
町たばこ税 94,684 97,611 △2,927 △3.00
入湯税ほか 20 17 3 17.65

合計 917,023 940,038 △23,015 △2.45

町税の状況

平成27年度会計別予算額

平成27年度当初予算

町民1人当たりの予算（一般会計）

住民基本台帳人口　10,923人
（平成27年1月1日現在）

（財源内訳）

（歳出）

     

 

 

 
 

 

 町税 ８万3,953円
　町民の皆さんが
納めた税金です。

使用料ほか ５万1,426円
　貯金の取崩しや使用
料・手数料などです。

町債 ４万9,886円
　施設整備などを行
うために銀行などから
借りるものです。

国県支出金 ７万4,105円
　使い道が決められてい
て、国・県から交付される
ものです。

地方交付税ほか 20万668円
　国税の一定割合は交付され
る物で、自由に使えるものです。

財  

源  

内  

訳

財 源 内 訳

自主財源　13万5,379円 依存財源　32万4,659円

83,953 51,426 49,886 74,105 200,668

100,0000 200,000 300,000 500,000400,000

単位：円

総務費
６万2,163円

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

議会費
8,594円

労働費
93円

商工費
4,231円

災害復旧費
2,075円

諸支出金
223円

予備費
2,746円消防費

２万5,700円
農林水産業費
１万6,521円

総務費
６万2,163円

土木費
４万1,707円

衛生費
５万3,349円民生費

11万9,192円
公債費

４万1,711円
教育費

８万1,733円
合計46万38円
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■浄化槽整備推進事業特別会計
（単位：千円）

事業名 事業費

合併処理浄化槽設置工事 57,857

■水道事業会計
（単位：千円）

事業名 事業費

重要給水施設配水管布設替工事
施設改修工事ほか 130,760

主な投資的事業（300万円以上）
■一般会計

（単位：千円）
事業名 事業費

小野山神コミュニティセンター建設工事 56,160

庁舎事務室・議場空調設備設置工事 24,000

LED防犯灯更新工事 6,048

県立自然公園矢大臣山山頂展望台改修工事 6,480

合併処理浄化槽設置整備事業補助金 7,483

水路整備工事費 6,100

県営土地改良事業（農道整備）負担金 9,344

道路ストック総点検委託料
町道維持補修等工事 74,500

除雪ローダー購入 6,000

除雪用機材購入費補助金 13,000

町道拡幅改良等設計委託料、工事 48,000

町道舗装新設等工事 35,000

平舘橋橋梁修繕工事 26,500

百目木・堀切線整備工事 62,795

北ノ内・宮ノ前線整備工事 28,300

右支夏井川河川改修事業負担金
流末水路整備工事 15,000

七合田団地長寿命化修繕工事設計委託料
合併処理浄化槽修繕工事 7,100

ポンプ置場・防火水槽新設工事
小型動力ポンプ・軽消防積載車購入 26,677

スクールバス購入 11,092

小野新町小学校壁剥離防止工事
飯豊小学校屋内運動場屋根改修工事 52,884

美術館等空調設備設置工事 43,200

野球場芝整備用車両購入 5,673

小野公園内多目的運動施設新設工事 298,057

現年度分災害復旧業務委託料 4,002

林業施設災害復旧工事 16,500

小野公園内多目的運動施設イメージ図

平成27年度当初予算

スクールバス

軽消防積載車
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《後期基本計画主要プロジェクト》
事業名

●すこやか

　特定不妊治療費助成事業

　妊婦健康診査事業

●はぐくみ

　幼児教育環境整備事業
　（認定こども園整備検討）

　学力向上対策事業

　小野公園内の多目的運動施設整備事業
　（屋根付き運動施設整備）

●げんき

　企業誘致推進事業

　結婚支援事業「出会いの場創出」

　定住・二地域居住推進事業

　６次産業化・振興作物推進事業
　（黒にんにくなどの６次化商品開発支援）

　農用地集積・基盤整備推進事業

　多面的機能支払交付金事業
　（水路・農道などの保全に係る共同活動支援）

●さわやか

　再生可能エネルギー推進事業

　県立自然公園環境整備事業

●あんしん

　右支夏井川河川改修事業

　右支夏井川河川改修事業に伴う配水管布設替事業

　石綿セメント管更新事業

　公共施設等整備検討委員会事業

《復興に関する事業》
事業名

　観光イメージアップ事業
　除染対策事業交付金事業
　放射線健康サポート事業
　町内産農畜産物を使った学校給食事業
　福島県農林水産物PR支援事業
　ふくしま森林再生事業
　有害鳥獣駆除事業
　学校給食検査体制整備事業
　生涯スポーツ推進事業
　（スポーツ大会・教室の開催）
　美術館特別展事業

《60周年記念事業》
事業名

　小野町60周年記念事業
　（記念式典の開催・記念誌作成ほか）

　ロゴマーク・イメージキャラクター作成事業

　ご当地ナンバープレート発行事業

　小町ふれあいフェスタ事業

　地域づくり応援事業
　（まちづくり活動を行う団体補助）

　ふるさと納税推進事業
　（納税者への礼品贈呈）

　「国保健康づくり元年」事業
　（スポーツ大会、健康に関する講演会開催）

　元気発信!!笑顔と活気にあふれるまちづくり事業
　（鼓笛パレード実施）

　敬老会事業

　こまちダムまつり・こまち湖健康ランニング教室・ウォーク大会事業

　明日への活力！生涯学習推進事業
　（生涯学習公演会開催）

　文化財保護事業
　（小野の獅子舞記録DVD作成ほか）

平成 27 年度

重点事業

平成27年度重点事業
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■はぐくみ（つづき）
事業名

○教育環境の整備

　スクールバス運行事業

　放課後子どもプラン事業

　安全・安心　学校維持管理事業（小学校）

　幼児教育環境整備事業〔再掲〕

○生涯学習

　勤労青少年ホーム管理運営事業

　多目的研修集会施設管理運営及び機能拡充事業

　社会教育総務事業（社会教育委員会）

　生涯学習推進事業

　公民館管理運営事業

　元気発信!!笑顔と憩の広場事業

　図書館管理運営事業

　図書館資料整備事業

　美術館特別展事業〔再掲〕

　明日への活力！生涯学習推進事業〔再掲〕

○生涯スポーツ

　スポーツ推進委員会事業

　社会体育総務一般事業

　スポーツ施設利用促進事業

　学校体育施設開放事業

　小野公園内の多目的運動施設整備事業〔再掲〕

　生涯スポーツ推進事業〔再掲〕

　こまちダムまつり・こまち湖健康ランニング教室・ウォーク大会事業〔再掲〕

○芸術・文化の振興

　文化体育振興基金事業

　ふるさと文化の館管理運営事業

　美術館企画展事業

　文化財保護審議会運営事業

　郷土史料館管理運営事業

　丘灯至夫記念館管理運営事業

　美術館管理運営事業

　文化財保護事業〔再掲〕

○人材育成

　国際交流支援事業（小野町国際交流協会）

　国際化人材育成事業

　中学生の翼・海外体験事業

■すこやか
　～みんなが輝き、健やかでふれあうまちづくり～

事業名

○社会福祉の充実

　障がい者地域生活支援事業

　障がい者相談支援事業

　地域福祉計画策定事業

　保健活動事業・国保ヘルスアップ事業（国民健康保険特別会計）

　後期高齢者医療事業（一般会計）

○子育て支援

　笑顔とがんばり子育て応援金支給事業

　誕生記念品「おめでたいっすー」プレゼント事業

　特定不妊治療費助成事業〔再掲〕

　妊婦健康診査事業〔再掲〕

○高齢者の福祉

　高齢者の社会参加活動支援事業

　地域包括支援センターの充実

　地域・在宅福祉推進事業、高齢者お助けサービス事業

　介護予防事業

　敬老会事業〔再掲〕

○健康づくり

　がん検診推進事業

　法定外予防接種事業

　温浴・交流複合施設整備調査事業

　保健センター調査研究事業

　国保特定健康診査等事業、国保ヘルスアップ事業

　「国保健康づくり元年」事業〔再掲〕

○地域医療の充実
　公立小野町地方綜合病院支援事業

■はぐくみ
　～人を育み、豊かさが息づくまちづくり～

事業名

○教育の充実

　特別支援教育支援事業（児童介助員支援事業）

　森林環境学習事業

　外国語理解教育推進事業

　給食センター管理運営事業

　学校給食検査体制整備事業〔再掲〕

　学力向上対策事業〔再掲〕　

平成27年度振興計画実施計画
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■げんき
　～活気に溢れ、にぎわいが増していくまちづくり～

事業名

○企業誘致

　企業誘致推進事業〔再掲〕

○定住・交流・観光事業の推進

　地域おこし協力隊設置事業

　首都圏等観光キャンペーン事業

　地域づくり応援事業〔再掲〕

　結婚支援事業「出会いの場創出」〔再掲〕

　定住・二地域居住推進事業〔再掲〕

　観光イメージアップ事業〔再掲〕

○農林業・工業・商業の振興

　畜産振興事業

　水田農業振興事業

　農業用施設維持管理事業

　ミネラル野菜づくり推進事業

　商工関係団体補助事業

　まちづくりアドバイザー事業

　福島県農林水産物PR支援事業〔再掲〕

　６次産業化・振興作物推進事業〔再掲〕

　有害鳥獣駆除事業〔再掲〕

　ふくしま森林再生事業〔再掲〕

　農用地集積・基盤整備推進事業〔再掲〕

　町内産農畜産物を使った学校給食事業〔再掲〕

　多面的機能支払交付金事業〔再掲〕

　小町ふれあいフェスタ事業〔再掲〕

■さわやか
　～快適環境を創造し、ともに助け合うまちづくり～

事業名

○水環境保全

　ごみの減量化・リサイクル推進事業

　不法投棄・公害対策事業

　浄化槽整備事業

　合併処理浄化槽設置整備事業

○森林環境の保全

　造林補助事業

○自然環境の保全

　県立自然公園環境整備事業〔再掲〕

■あんしん
　～安全・安心で幸せが実感できるまちづくり～

事業名

○安全安心対策

　地域の安全安心担い手育成事業

　家庭から発信!!女性による地域防災力アップ事業

　わが町を守る!!消防・防災力向上事業

　消防団をもっと身近に!!「消防団PR事業」

　安全・安心のまちづくり事業

　消防団技術向上支援事業

　除染対策事業交付金事業〔再掲〕

　放射線健康サポート事業〔再掲〕

　元気発信!!笑顔と活気にあふれるまちづくり事業〔再掲〕

○公共交通の充実

　新公共交通システム整備事業

○水資源の有効活用

　上水道事業

　石綿セメント管更新事業〔再掲〕

　右支夏井川河川改修事業〔再掲〕

　右支夏井川河川改修事業に伴う配水管布設替事業〔再掲〕

○道路網の整備

　町単独道路改良事業

　町単独道路舗装新設事業

　公共道路整備事業

　町道及び生活道路維持事業及び側溝整備事業　

○住環境の整備

　公営住宅管理事業

○行財政改革

　行財政改革の推進

　効率的な財政運営

　町有財産維持管理事業（財産管理一般）

　町税等賦課徴収事業

　小野山神コミュニティセンター建設事業

　小野町60周年記念事業〔再掲〕

　ロゴマーク・イメージキャラクター作成事業〔再掲〕

　ご当地ナンバープレート発行事業〔再掲〕

■さわやか（つづき）
事業名

○二酸化炭素の削減

　再生可能エネルギー推進事業

平成27年度振興計画実施計画
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　2015小野町スプリングフェスティバルが３月８日、
多目的研修集会施設で開かれました。
　これは、多目的研修集会施設、勤労青少年ホームな
どで活動している芸術文化団体が、住民の方に日頃の
練習の成果を発表するとともに、各団体の交流の場と
して毎年行っているもので、今年は９団体（約150人）
が出演しました。
　会場には約300人が来場し、春を迎えるにあたり素
晴らしい演奏やダンスを楽しんでいました。
　最後に当町出身の丘灯至夫先生が作詞した「高原列車
は行く」を全員で合唱し、幕を閉じました。
■出演団体（出演順）
・琴城流大正琴小町さくら会（大正琴）
・健康ダンスクラブ（ダンス）
・なみ音会（箏）
・マドリガルコーラス（合唱）
・小町夢太鼓（和太鼓）
・楽しいハワイアンダンス（ハワイアンダンス）
・フルートアンサンブルアマビーレ（フルート）
・小野町ダンス愛好会　銀の靴（ソシアルダンス）
・小町混声合唱団（合唱）

ひと足早く春を
練習の成果を発表

　平成26年の福島県市町村別交通事故防止コンクール
において、小野町は人口１万人以上３万人未満の町村
のクループで３位の表彰を受け、田村警察署小野分庁
舎岡崎所長および交通安全協会森田小野支部長に報告
しました。
　これは、平成26年の交通事故発生件数などが過去３
年間に比べ大きく減少した市町村に対して贈られるも
ので、町民の皆さんが一丸となり、交通安全に取り組
んだ成果です。
　平成27年においても、交通安全運動を積極的に推進
し、安全・安心な町にしましょう。

小野町が交通事故防止コンクールで３位に

１_マドリガルコーラスの皆さん／２_楽しい
ハワイアンダンスの皆さん／３_小町混声合
唱団の皆さん

左から岡崎所長、町長、森田支部長

1

3

2
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　自衛隊に入隊される星龍晴さん（仲町）の入
隊者激励会が役場で行われました。
　入隊される星さんに、町長、中森自衛隊福
島地方協力本部郡山地域事務所長、宗像芳男
小野町自衛隊父兄会長から、それぞれ記念品
および社会人・自衛官としてのアドバイスと
激励の言葉が贈られ、星さんは、心を新たに
した様子で聞き入っていました。
　星さんは、陸上自衛隊多賀城駐屯地に配属
されます。ご活躍を期待します。

　ＪＲ小野新町駅開業100周年イ
ベントが３月21日に小野新町駅
で行われ、町内外から約1,200人
が来場しました。
　特設ステージでは、記念式典を
はじめ、福が満開ふくしま隊のパ
フォーマンスやタレントなすびさ
んのトークショー、小町夢太鼓の
演奏などのほか、駅舎では小野町
出身で磐越東線に関する著書のあ
る渡邊伸二さんの講演会などが行
われました。
　記念式典では、坂本伊武稀さん

（小野新町小３年）と吉田琴美さん

自衛隊入隊者を激励

左から中森所長、町長、星さん、宗像会長

（小野新町小３年）が「一日駅長」に任命され、「リカちゃん」と一緒に４月から始まる「ふくしまデスティ
ネーションキャンペーン」に合わせ、沿線の名所を車体に描いたラッピングトレインのお出迎えをし
ました。
　ご当地グルメ「おのまち小町アイスバーガー」や県中地区12市町村の食材を用いた「おもてなし女子
駅弁」が限定で販売されたほか、石臼でひいた小野町産のそば粉の生地にチーズやホウレンソウなど
を挟んだ「おのまち小町ガレット」の試食会、ミニＳＬの乗車体験などが人気を集めていました。
　イベント開催にあたり、地元の方々をはじめ、ご協力いただいた皆さんに厚くお礼申し上げます。

ＪＲ小野新町駅
開業100周年を祝う

１_ラッピングトレインを出迎える一日駅長の吉田さん（右から４番
目）と坂本さん（左から４人目）ら／２_渡邊さんによる講演会／３_12
市町村の味が詰まった「おもてなし女子駅弁」

１

３２
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２
月
16
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
町
政
報
告
会
で
の
町
長
か
ら
の
町
政
報
告
お

よ
び
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
、
ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
主
な
も
の

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

「
町
政
報
告
会
」

　
　

町
政
報
告
会

町政報告会の様子（多目的研修集会施設）

町
政
報
告

■
除
染
対
策
事
業

　

平
成
25
年
５
月
１
日
付
け
で

町
民
生
活
課
内
に
除
染
推
進
室

を
設
け
、
職
員
を
増
員
し
て
旧

町
村
単
位
の
仮
置
場
設
置
な
ど

に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

26
年
度
は
、
重
点
期
間
の
２

年
目
と
し
て
、
飯
豊
・
小
野
新

町
地
区
の
仮
置
場
設
置
、
生
活

圏
の
除
染
作
業
を
行
い
、
生
活

圏
の
除
染
は
一
通
り
完
了
し

た
。
仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
26

年
度
に
飯
豊
地
区
が
完
成
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
小
野
新
町
地

区
に
つ
い
て
も
、
今
年
の
９
月

頃
に
完
成
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

　

今
後
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
へ

の
試
験
輸
送
が
27
年
度
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
る
。
除
去
土
壌
な

ど
の
量
が
３
地
区
合
わ
せ
て
も

１
，０
０
０
袋
に
満
た
な
い
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
す
べ
て
そ
の
中
で
搬
出
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

■
企
業
誘
致
推
進
事
業

　

か
ね
て
か
ら
企
業
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

鶴
庭
工
業
用
地
の
下
段
部
分

に
、
株
式
会
社
三
宝
製
作
所
の

立
地
が
決
定
。
昨
年
10
月
に
工

場
が
完
成
し
、
11
月
か
ら
操
業

を
開
始
し
た
。

　

同
用
地
の
上
段
部
分
に
つ
い

て
も
、
株
式
会
社
ア
ブ
ク
マ
の

立
地
が
決
定
し
、
現
在
、
本
年

11
月
の
操
業
開
始
を
目
指
し
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

■
子
育
て
応
援
金
事
業

　

子
育
て
支
援
対
策
の
一
環
と

し
て
、
町
を
挙
げ
て
次
代
を
担

う
新
た
な
町
民
の
誕
生
を
祝
福

し
、
出
生
児
の
健
や
か
な
成
長

を
願
う
こ
と
を
目
的
に
応
援

金（
第
１
子
10
万
円
、
第
２
子

15
万
円
、第
３
子
以
降
20
万
円
）

の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

■
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

子
供
を
望
み
特
定
不
妊
治
療

を
行
う
夫
婦
に
対
し
治
療
費
の

一
部（
年
２
回
、
５
年
間
を
限

度
に
１
人
１
回
10
万
円
）を
助

成
し
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
、
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町
政
報
告
会

26
年
度
ま
で
６
人
の
方（
延
べ

10
件
）が
利
用
し
、
出
産
２
人
、

妊
娠
中
の
方
が
２
人
と
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度

は
１
回
の
助
成
額
を
15
万
円
に

増
額
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

■
６
次
産
業
化
・
新
振
興
作
物

栽
培
推
進
事
業

　

平
成
25
年
度
か
ら
町
の
新
た

な
振
興
作
物
と
し
て「
に
ん
に

く
」の
作
付
け
を
開
始
。
収
穫

さ
れ
た
に
ん
に
く
を
用
い
て
、

生
産
組
合
ペ
ル 

サ
ル
ー
テ
に

よ
り
６
次
化
商
品「
黒
に
ん
に

く
」の
開
発
が
行
わ
れ
、
９
月

か
ら
販
売
を
開
始
し
た
。
そ
の

後
、
直
売
所
を
中
心
に
順
調
な

売
れ
行
き
と
な
っ
て
い
る
。

■
農
用
地
集
積
・
基
盤
整
備
事
業

　

現
在
、
浮
金
地
区
に
お
い

て
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」の
策

定
作
業
を
進
め
て
お
り
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
を
進
め
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
基
盤
整
備
促
進

の
た
め
の
説
明
会
を
各
地
区
で

開
催
。

　

ま
た
農
地
の
草
刈
り
や
水
路

の
掘
り
上
げ
な
ど
、
日
頃
の
農

作
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
農
地

や
農
業
用
施
設
の
維
持
・
補
修

作
業
な
ど
が
今
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
た「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
」の
対
象
に
な
る
こ

と
か
ら
、
広
く
事
業
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
に
説
明
会
を
開

催
し
た
。

■
屋
根
付
き
運
動
場
の
整
備

　

子
供
た
ち
が
の
び
の
び
と
運

動
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
小
野
公
園
内
の
既
存
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
１
面
を
利
用
し
て

屋
根
付
き
運
動
場（
屋
内
運
動

施
設
）を
整
備
す
る
。
26
年
度

は
地
質
調
査
業
務
と
実
施
設
計

業
務
を
委
託
。
27
年
度
中
に
施

設
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

■
学
力
向
上
対
策
事
業

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
た

め
、小
中
学
校
で
の
土
曜
授
業
、

中
学
生
の
課
外
授
業（
夏
季
休

業
期
間
中
）、
英
語
、
漢
字
、

数
学
検
定
の
検
定
料
助
成
を
実

施
。

■
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

　

建
設
中
だ
っ
た
新
病
院
が
完

成
し
、
３
月
１
日
開
院
、
３
月

３
日
外
来
診
療
開
始
と
な
る
。

な
お
２
月
15
日
に
病
院
内
覧
会

を
実
施
し
た
。

■
笑
顔
と
活
気
が
溢
れ
る
町﹁
小

野
町
元
気
発
信
パ
レ
ー
ド
﹂の
実

施
　

小
学
生
を
中
心
に
町
民
が
一

体
と
な
っ
た
パ
レ
ー
ド
を
実
施

し
、
安
全
・
安
心
で
災
害
の
な

い
、
笑
顔
と
活
気
に
溢
れ
る
、

元
気
な
小
野
町
を
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
た
。

■
小
野
中
学
校
消
防
ク
ラ
ブ
の

結
成

　

中
学
生
を
対
象
に
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
を
組
織
し
、
若
い
世
代

か
ら
防
災
活
動
に
参
加
さ
せ
、

防
災
意
識
の
定
着
を
図
っ
た
。

■
こ
ま
ち
女
性
消
防
隊
の
結
成

　

日
常
生
活
で
一
番
身
近
な
家

庭
か
ら
、
防
災
指
導
や
応
急
手

当
の
普
及
活
動
、
火
災
予
防
活

動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
展
開
し
、
女
性
な
ら
で
は

の
き
め
細
や
か
な
対
応
に
よ
り

幅
広
い
年
齢
の
方
に
防
火
防
災

の
普
及
を
行
う
た
め
に
結
成
。

■
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業

︵
上
流
工
区
︶

　

稲
荷
橋
か
ら
役
場
裏
ま
で
の

区
間
、
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

河
川
改
修
工
事
を
実
施
。
事
業

期
間
は
10
年
間
。
26
年
度
は
町

内
４
地
区
で
河
川
改
修
事
業
説

明
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
家
屋

が
移
転
と
な
る
方
を
対
象
に
個

別
訪
問
を
行
い
、
意
見
な
ど
を

伺
っ
た
。

　

今
後
、
代
替
地
を
希
望
す
る

移
転
対
象
者
の
方
に
対
し
、
町

で
代
替
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う

ほ
か
、
一
部
、
町
が
用
地
を
取

得
し
て
分
譲
住
宅
地
を
整
備
す

る
。

　

県
中
建
設
事
務
所
で
は
、
家

屋
の
物
件
調
査
を
進
め
て
お

り
、26
年
度
は
最
初
の
工
事（
河

川
の
暫
定
掘
削
工
事
）を
行
う

本
町
行
政
区
を
中
心
に
、
物
件

調
査
を
実
施
し
た
。

■
時
報
曲
更
新

　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、

故
丘
灯
至
夫
氏
が
作
詞
し
た
曲

を
正
午
、
午
後
５
時
、
午
後
９

時
の
時
報
曲
と
し
て
放
送
す
る

こ
と
と
し
た
。

■
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
四
次

小
野
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
を
平
成
26
年
３
月
に
策
定
し

た
。

■
小
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
策
定

　

平
成
26
年
４
月
１
日「
過
疎

地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
施

行
に
伴
い
町
が
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
小
野

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

策
定
し
た
。
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町
政
報
告
会主

な
ご
意
見
や
ご
要
望

■
少
子
化
対
策
・
結
婚
支
援

Ｑ
．少
子
化
対
策
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
。
地
域
に
30
代
、
40
代

で
未
婚
の
方
が
い
る
た
め
、
各

行
政
区
に
結
婚
推
進
員︵
相
談

員
︶を
置
く
な
ど
し
て
ま
ず
は
独

身
の
方
の
結
婚
を
支
援
す
る
政

策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
．少
子
化
は
町
だ
け
で
は
な

く
日
本
全
体
の
問
題
。
国
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
以
前
森
ま
さ

こ
元
少
子
化
担
当
大
臣
に
お
会

い
し
た
際
に
は「
福
島
県
の
場

合
、
結
婚
し
た
夫
婦
で
あ
れ
ば

平
均
し
て
２
人
の
子
供
が
い
る

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
の
で
、

少
子
化
対
策
と
し
て
ま
ず
は
結

婚
を
支
援
し
て
は
ど
う
か
」と

勧
め
ら
れ
た
。

　

現
在
、
町
で
は
異
業
種
交
流

会
に
よ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り（
※
報

告
会
当
時
の
状
況
。
３
月
８
日

イ
ベ
ン
ト
実
施
。）、
町
と
し
て

も
こ
れ
を
支
援
し
て
男
女
の
出

会
い
を
応
援
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

お
話
の
あ
っ
た
結
婚
世
話
人

を
置
く
の
も
地
域
の
結
婚
を
促

進
す
る
一
つ
の
方
策
と
思
う
。

Ｑ
．少
子
化
対
策
の
意
味
で
、
病

院
に
産
婦
人
科
と
小
児
科
の
設

置
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
過
去
の
将
来
人
口
予
測

で
20
年
後
に
町
の
若
者
が
半
分

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
も
っ

と
減
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
と
思
う
。
人
口
が
ど
の
く
ら

い
あ
れ
ば
町
は
や
っ
て
い
け
る

の
か
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
。

Ａ
．病
院
に
つ
い
て
は
、
県
全

体
で
医
師
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
産
科
医
の
確
保
が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

医
師
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

は
現
在
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

　

少
子
化
は
、
結
婚
し
て
か
ら

子
供
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
一
定

の
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ

て
す
ぐ
に
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
問
題
で
あ
る
。
国
も
よ
う

や
く
本
気
に
な
っ
て
き
た
と
こ

ろ
な
の
で
、
町
と
し
て
も
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
簡
単
で
は
な
い
が
、
未
婚

者
の
結
婚
を
促
進
し
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

■
住
宅
な
ど
の
整
備

Ｑ
．町
に
復
興
の
た
め
の
交
付
金

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
を
活
用
し
て
復
興

の
た
め
の
住
宅
を
建
て
て
は
ど

う
か
。
小
野
町
は
交
通
の
便
が

良
い
し
、
住
居
を
求
め
て
い
る

人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

Ａ
．町
と
し
て
は
、
活
用
で
き

る
交
付
金
は
最
大
限
使
っ
て
い

く
と
い
う
方
針
だ
が
、
復
興
の

た
め
の
交
付
金
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用

で
き
る
用
途
が
限
ら
れ
て
い

る
。
現
状
、
小
野
町
が
も
ら
え

る
交
付
金
で
住
宅
を
建
て
る
の

は
難
し
い
。

Ｑ
．町
で
は
今
、か
な
り
の
ス
ピ
ー

ド
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
と
思

う
。
人
口
減
少
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
若
者
の
定
住
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
住

む
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
。
若

者
や
避
難
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
公
営
住
宅
を
建
て
る
考
え

は
な
い
の
か
。

Ａ
．公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
も
の
の
改
修
を
基
本
に

考
え
て
い
る
が
、
民
間
ア
パ
ー

ト
が
避
難
者
や
作
業
員
の
需
要

が
あ
っ
て
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
少
子

化
と
人
口
減
少
を
解
決
す
る
に

は
そ
の
受
け
皿
と
な
る
住
宅
が

必
要
な
の
は
間
違
い
な
い
。
適

地
が
あ
れ
ば
建
設
し
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
る
た
め
、
建
設
の

候
補
地

︱
公
立
病
院
の
跡
地

な
ど

︱
や
運
営
方
法

︱
若

者
向
け
住
宅
の
試
験
実
施
な
ど

︱
に
つ
い
て
検
討
し
、
町
内

に
入
っ
て
く
る
人
た
ち
の
た
め

の
環
境
整
備
を
行
い
た
い
。
ま

た
小
野
高
校
に
つ
い
て
も
支
援

を
行
い
、
卒
業
し
た
若
者
が
少

し
で
も
定
住
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
．町
外
か
ら
の
移
住
に
対
す

る
町
の
受
け
入
れ
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な

施
策
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．移
住
者
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
民
間
団
体

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
、
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

き
た
と
こ
ろ
。
今
後
は
空
き
家

の
活
用
な
ど
が
必
要
に
な
る
と

考
え
、実
施
を
検
討
し
て
い
た
。

　

町
営
住
宅
は
現
在
空
き
が
な

い
状
況
だ
が
、
可
能
な
限
り
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

■
企
業
誘
致

Ｑ
．雇
用
の
場
を
確
保
す
る
の
が

人
口
減
少
対
策
と
し
て
一
番
だ

と
思
う
の
で
、
工
業
用
地
の
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。
鶴
庭
工

業
用
地
の
南
側
の
広
い
池
を
埋

め
立
て
て
工
業
用
地
に
で
き
れ

ば
も
う
１
社
く
ら
い
立
地
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
６
月
議
会
の
一
般
質
問

時
に
は
費
用
対
効
果
を
考
え
て
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町
政
報
告
会

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
な
ど
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
企
業

誘
致
の
た
め
の
土
地
を
確
保
し

て
お
く
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

Ａ
．鶴
庭
工
業
用
地
の
南
側
の

池
は
調
整
池
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
開
発
の
段
階
で
つ
く
っ
た

も
の
を
そ
の
後
も
残
さ
な
い
と

い
け
な
い
決
ま
り
に
な
っ
て
お

り
、
池
の
ま
ま
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

企
業
誘
致
の
た
め
の
工
業
用

地
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
問
題

な
ど
も
あ
っ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
方
式
を
検
討
し
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
本
気
で
誘
致
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。

Ｑ
．新
た
に
立
地
が
決
ま
っ
た
2

社
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
新

規
雇
用
が
生
ま
れ
た
の
か
。

　

ま
た
地
元
雇
用
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．２
社
で
15
人
ほ
ど
の
新
規

雇
用
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

な
お
今
後
も
雇
用
は
増
や
し
て

い
く
と
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

　

地
元
か
ら
は
、
中
途
採
用
に

加
え
て
小
野
高
校
か
ら
の
新
卒

採
用
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

■
教
育

Ｑ
．教
育
施
設
を
整
備
し
て
優
秀

な
子
供
が
育
っ
て
も
、
み
ん
な
町

を
出
て
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
．優
秀
な
子
供
を
地
元
に
残

す
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
働
く

場
を
確
保
す
る
の
が
大
前
提
に

な
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
地

元
を
大
事
に
思
う
気
持
ち
を
育

て
る
こ
と
な
ど
も
大
事
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
最
近
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
策
定
す
る
地

方
版
総
合
戦
略
に
お
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．小
中
学
校
で
は
全
国
的
な
試

験
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

小
野
町
の
水
準
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
。
教
育
水
準
を
上
げ
れ
ば

周
辺
か
ら
の
人
口
流
入
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
。

Ａ
．学
力
状
況
調
査（
国
語
・

算
数（
数
学
））の
結
果
を
見
る

と
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
知

識
を
問
う
問
題
は
全
国
平
均
よ

り
も
少
し
良
い
が
、
知
識
の
活

用
を
問
う
問
題
の
成
績
は
全
国

平
均
よ
り
も
少
し
低
い（
特
に

図
形
）。
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

両
方
と
も
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
お
り
、
特
に
国
語
の
基
本
的

な
読
み
取
り
の
部
分
が
弱
い
。

こ
う
い
っ
た
傾
向
を
把
握
し
、

小
学
校
と
中
学
校
の
間
の
連
携

を
図
る
つ
な
ぎ
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

先
進
地
の
例
で
は
、
知
識
の

活
用
に
つ
い
て
は
家
庭
の
学

習
環
境
も
大
き
く
影
響
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
努
力
が
学

力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

■
除
染
関
係

Ｑ
．町
内
各
地
に
仮
置
場
が
整
備

さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
仮
置
き
し

た
も
の
を
中
間
貯
蔵
施
設
ま
で

運
び
き
る
の
に
は
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

Ａ
．新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
試
験
輸
送
が

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
中
間
貯
蔵
施
設

の
た
め
の
用
地
交
渉
が
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
無

事
に
建
設
さ
れ
た
と
し
て
も
、

県
内
の
各
市
町
村
か
ら
次
々
と

搬
入
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
小
野
町
の
分
の

搬
入
が
い
つ
終
わ
る
か
は
予
想

で
き
な
い
。

■
病
院

Ｑ
．公
立
病
院
の
常
勤
医
師
が
２

人
の
み
の
た
め
、
救
急
医
療
体
制

が
未
整
備
で
あ
る
。
医
師
確
保

は
、
県
と
医
大
へ
の
陳
情
だ
け
で

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ほ
か

の
病
院
と
の
連
携
模
索
な
ど
、
改

善
す
べ
き
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

Ａ
．私
も
個
人
的
に
医
療
連
携

は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
実
際
に
、
い
く
つ
か
の
病

院
か
ら
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
協

力
し
て
い
き
た
い
と
の
お
話
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
。
ま

た
、ほ
か
の
地
域
の
病
院
で
は
、

県
立
医
大
だ
け
で
な
く
、
首
都

圏
の
私
大
な
ど
と
連
携
し
て
非

常
勤
医
を
そ
こ
か
ら
招
く
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
参
考
に
し

て
い
き
た
い
。

　

医
師
不
足
に
つ
い
て
は
、
た

だ
声
を
上
げ
る
だ
け
で
は
な

く
、
相
応
の
お
金
を
出
す
な
ど

き
ち
ん
と
し
た
雇
用
環
境
を
整

え
た
い
。
病
院
は
企
業
団
と
し

て
独
立
し
た
組
織
と
な
っ
て
い
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町
政
報
告
会

る
た
め
、
理
事
長
の
意
向
が
そ

の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
何

に
で
も
取
り
組
ん
で
い
く
気
持

ち
で
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た

い
。

■
農
業

Ｑ
．昨
今
の
米
価
下
落
や
耕
作

放
棄
地
拡
大
の
問
題
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

近
隣
で
は
種
も
み
に
対
し
て
補

助
を
出
す
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

だ
が
。

Ａ
．米
価
下
落
に
つ
い
て
は
、

県
で
対
策
を
と
っ
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
で
も
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
。
須
賀
川
で
は
市
と
し

て
助
成
を
行
う
こ
と
を
決
め
た

よ
う
だ
が
、
本
町
で
は
他
の
近

隣
市
町
村
の
動
向
も
見
な
が
ら

担
当
課
で
検
討
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

　

最
近
は
コ
メ
余
り
の
状
況
に

あ
る
せ
い
か
、
米
価
下
落
の
厳

し
さ
な
ど
に
つ
い
て
陳
情
を

行
っ
て
も
理
解
を
得
ら
れ
に
く

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
国
も
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
の
よ
う
に
、
単
純
に
コ

メ
を
作
る
こ
と
に
対
し
て
お
金

を
出
す
の
で
は
な
く
、
支
援
の

仕
方
を
変
え
て
き
て
い
る
。

　

コ
メ
余
り
の
現
状
を
打
破
す

る
の
は
難
し
い
が
、
町
と
し
て

も
な
る
べ
く
農
家
の
皆
さ
ん
が

収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
６
次

化
や
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
な
ど
の
新

た
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
．集
落
営
農
の
視
察
を
行
っ
た

が
、
大
変
良
か
っ
た
の
で
ぜ
ひ

実
践
し
た
い
と
思
う
。
も
し
ス

タ
ー
ト
す
れ
ば
町
の
支
援
が
必

要
に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
。

Ａ
．こ
の
機
会
を
利
用
し
て

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
地
域
全
域
で
で
き
れ
ば

良
い
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
た
い
。
農
村
環
境
維

持
の
観
点
か
ら
も
大
事
な
の

で
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

農
業
は
現
在
転
換
期
に
あ

り
、
担
い
手
の
呼
び
込
み
や
法

人
化
、
農
地
の
集
約
な
ど
、
い

か
に
省
力
化
し
て
経
営
し
て
い

く
か
を
考
え
る
時
期
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
今
後
の
こ
と
に

つ
い
て
、
町
と
担
い
手
の
皆
さ

ん
で
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。

Ｑ
．基
盤
整
備
で
土
地
を
整
備
す

る
こ
と
は
歓
迎
だ
が
、
整
備
し

た
土
地
を
そ
の
後
維
持
す
る
人

手
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
す
で
に
遊
休
地
が
で

き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

Ａ
．何
は
と
も
あ
れ
基
盤
整
備

は
必
要
な
も
の
な
の
で
、
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
農

地
が
整
備
さ
れ
て
十
分
な
省
力

化
が
図
ら
れ
れ
ば
、
定
年
を
迎

え
た
人
た
ち
に
就
農
し
て
も
ら

う
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
そ
の

姿
に
触
発
さ
れ
て
自
分
も
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
人
が
現
れ
れ

ば
な
お
良
い
。

■
農
地
法

Ｑ
．何
か
事
業
を
し
よ
う
と
し
て

も
、
農
地
法
の
都
合
で
開
発
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
や
ろ

う
と
し
て
も
、
予
定
地
に
農
地

が
あ
っ
て
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。
規
制
を
緩
和
す
る
特
区
な

ど
は
な
い
の
か
。

Ａ
．
農
地
法
は
優
良
農
地
を
守

る
必
要
が
あ
っ
て
で
き
た
も
の

な
の
で
、
規
制
が
厳
し
い
。
個

別
の
土
地
に
つ
い
て
協
議
し
て

規
制
を
外
す
こ
と
は
で
き
る

が
、
あ
る
区
域
全
部
で
何
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の

は
難
し
い
。
農
業
委
員
会
と
も

相
談
し
て
や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化

Ｑ
．荒
町
商
店
街
は
小
野
町
の
中

心
部
に
あ
る
が
、
最
近
空
き
地

が
目
立
つ
。
今
度
病
院
も
移
転

し
て
さ
ら
に
空
き
地
が
増
え
る
。

町
で
の
対
策
と
い
う
の
は
難
し

い
と
思
う
が
、
街
中
に
人
が
集

ま
れ
る
場
所
が
あ
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
。

Ａ
．商
店
街
の
構
造
が
昔
と
今

と
で
は
丸
っ
き
り
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
復
活
さ
せ
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
。
私
見
で

は
あ
る
が
、
小
野
町
の
中
心
部

が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
が
は
っ

き
り
分
か
る
よ
う
に
す
る
意
味

で
、
公
共
施
設
は
街
中
に
置
き

た
い
。

　

人
口
の
減
少
は
消
費
の
減
少

に
つ
な
が
る
た
め
、人
を
集
め
、

減
ら
さ
な
い
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
働
く
場
の
確
保
、
生
活

環
境
の
整
備
と
い
っ
た
定
住
の

た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
、
人

口
減
少
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

い
く
こ
と
が
商
店
街
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
。

■
空
き
家
対
策

Ｑ
．中
心
市
街
地
で
空
き
家
が
目

立
つ
。
解
体
し
て
空
き
地
に
し

た
方
が
良
い
よ
う
な
状
態
の
も

の
か
ら
、
手
入
れ
す
れ
ば
移
住

者
向
け
に
貸
し
出
せ
そ
う
な
も

の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
町

と
し
て
何
か
空
き
家
対
策
は
な

い
の
か
。

Ａ
．空
き
家
に
つ
い
て
は
、
権

利
の
関
係
で
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
国
も
課
題
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
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震
災
時
の
解
体
支
援
な
ど
、

制
度
が
活
用
で
き
そ
う
な
物
件

に
つ
い
て
は
対
応
策
を
打
っ
た

が
、
空
き
家
は
所
有
者
が
な
か

な
か
手
放
し
て
く
れ
な
い
場
合

も
あ
る
。

　

ま
た
中
心
市
街
地
の
空
家
問

題
は
、
郊
外
型
店
舗
の
普
及
な

ど
と
い
っ
た
社
会
情
勢
と
も
関

係
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
解
決
す

る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

■
河
川
改
修

Ｑ
．現
在
病
院︵
※
移
転
前
︶の
辺

り
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
暫
定

的
な
掘
削
で
、
最
終
的
な
川
の

形
に
な
る
前
の
川
の
拡
幅
と
の

こ
と
だ
が
、
き
ち
ん
と
工
事
し

き
ら
な
い
う
ち
に
下
流
の
工
事

︵
次
の
工
程
︶に
取
り
掛
か
っ
て

大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ
．河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

水
害
を
減
ら
す
た
め
に
ま
ず
は

狭
隘
な
区
間
を
暫
定
掘
削
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
工
事
に
つ
い

て
も
、
上
流
の
川
幅
か
ら
広
げ

て
し
ま
う
と
狭
い
ま
ま
の
下
流

で
洪
水
が
起
き
て
し
ま
う
の
で

下
流
か
ら
工
事
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｑ
．地
元
周
辺
に
非
常
に
風
が
強

く
て
有
名
な
場
所
が
あ
る
の
だ

が
、
こ
れ
を
生
か
し
て
風
力
発

電
所
を
造
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
に
優

し
い
し
、
発
電
し
た
電
気
を
売

れ
ば
町
の
収
入
に
な
る
。

Ａ
．風
車
を
建
て
る
に
は
か
な

り
の
初
期
投
資
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
固
定
価
格
買

取
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
巻
く
条
件
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
町

と
し
て
も
し
っ
か
り
検
討
し
た

上
で
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
。

■
街
路
灯

Ｑ
．町
に
た
く
さ
ん
あ
る
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

Ａ
．26
年
度
、
小
野
新
町
地
区

の
街
路
灯
連
絡
協
議
会
が
国
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
市
街
地

の
街
路
灯
２
５
４
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
行
っ
て
お
り
、
町
も
こ
れ

を
支
援
し
て
い
る
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
も
、
新
設

す
る
も
の
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
し
て
い

る
。
ま
た
既
存
の
防
犯
灯
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
公
共
施
設

Ｑ
．文
化
の
館
の
年
末
休
業
が
多

く
、
お
正
月
に
利
用
し
た
い
と

い
う
人
が
利
用
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
完
全
休
館
は
12
月
31

日
と
１
月
１
日
く
ら
い
に
し
て

あ
と
は
開
け
て
は
ど
う
か
。
こ

の
よ
う
な
施
設
は
周
囲
が
休
み

の
と
き
に
開
い
て
い
な
い
と
人

が
来
な
い
と
思
う
。

　

ま
た
３
月
の
特
別
整
理
期
間

も
も
っ
と
短
く
で
き
な
い
か
。

本
の
整
理
は
中
学
生
・
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
活
用

す
れ
ば
も
っ
と
早
く
終
わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
子
供
た
ち
が
本
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
。

Ａ
．今
後
精
査
の
上
で
検
討
を

行
い
た
い
。

Ｑ
．行
政
の
一
部
機
関
で
雰
囲
気

や
対
応
が
良
く
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
町
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
親
切
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ

る
。

Ａ
．職
員
対
応
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
今
後
精
査
の
上
で
適
切

な
指
導
な
ど
を
行
い
た
い
。

Ｑ
．小
野
町
の
学
校
に
エ
ア
コ

ン
が
必
要
か
。
汗
を
か
か
な
い

子
供
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
。

子
供
の
頃
か
ら
自
然
の
環
境
に

慣
れ
る
こ
と
が
そ
の
後
の
健
康

の
た
め
に
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

放
射
性
物
質
の
影
響
な
ど
を
勘

案
し
、
窓
を
閉
め
切
っ
て
授
業

を
行
う
こ
と
に
配
慮
し
た
震
災

後
の
交
付
金
な
ど
を
用
い
て
導

入
し
た
も
の
。
気
温
、
室
温
、

湿
度
に
加
え
、
子
供
た
ち
の
体

力
や
状
況
を
見
な
が
ら
適
切
に

使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
頂
い
た
ご
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
使
用
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■
消
防
団
員

Ｑ
．町
の
消
防
団
員
は
現
在
定
員

を
満
た
し
て
い
る
の
か
。
昔
と

違
っ
て
今
は
家
庭
の
理
解
が
得

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
定
員
を
満
た
し
て
い
な
い

と
き
は
行
政
区
と
し
て
も
啓
発

方
法
を
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ａ
．消
防
団
の
定
員
は
３
８
０

人
で
あ
り
、
ほ
ぼ
確
保
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

■
高
齢
福
祉

Ｑ
．高
齢
化
へ
の
対
応
は
、
具
体

的
に
ど
う
い
う
も
の
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
．高
齢
化
は
自
然
の
現
象
で

当
た
り
前
の
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
要
介
護
認
定
に
基
づ
く
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
御
達
者
ク
ラ
ブ
の
活
動

支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

お
り
、
従
前
通
り
の
取
り
組
み
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開催日時・場所
日程 会場 該当地区名

２月16日㊊ 上羽出庭地区農村研修センター 塩庭一区、塩庭二区、上羽出庭、和名田

２月17日㊋ 夏井多目的集会施設 夏井、南田原井、湯沢

２月18日㊌ 小野町立飯豊小学校 飯豊上、飯豊中、飯豊下、吉野辺、小戸神

２月19日㊍ 浮金集落センター 浮金

２月20日㊎ 小野赤沼多目的集会施設 小野赤沼、菖蒲谷、雁股田、小野山神

２月24日㊋ 小野町多目的研修集会施設 本町、横町、仲町、反町、大八、荒町、
中通、平舘、谷津作、皮籠石

※開催時間　午後６時30分から午後８時まで
※町からの出席者　町長、副町長、教育長ほか

を
続
け
て
い
く
。

　

加
え
て
、
医
療
や
介
護
を
そ

れ
ほ
ど
必
要
と
せ
ず
、
元
気
に

暮
ら
せ
る
時
間
、
い
わ
ゆ
る
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
健
康

づ
く
り
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
、
高
齢
者
で
も

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
今

後
、
高
齢
者
の
た
め
に
必
要
な

取
り
組
み
に
な
っ
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
．認
知
症
の
予
防
事
業
な
ど
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．介
護
予
防
、
認
知
症
予
防

的
な
町
の
事
業
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
、
お
元
気
ク

ラ
ブ
の
応
援
、
老
人
作
品
展
、

芸
能
発
表
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実（
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

相
談
事
業
、
権
利
擁
護
事
業
）、

単
身
高
齢
者
の
住
居
清
掃
・
散

歩
付
添
・
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
、
要
介
護
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
高
齢
者
の
把
握
と
対
応
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｑ
．病
院
が
新
築
さ
れ
て
移
転
す

る
が
、
病
院
は
病
気
を
治
す
と

こ
ろ
な
の
で
、
病
気
に
な
る
前

の
予
防
が
大
事
と
考
え
る
。
高

齢
者
が
気
楽
に
通
え
る
街
中
に

運
動
施
設
は
で
き
な
い
か
。

　

小
野
公
園
内
に
多
目
的
運
動

施
設
を
造
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
こ
だ
と
な
か
な
か
行
く
の
が

大
変
な
の
で
、
各
行
政
区
に
置

く
と
か
、
病
院
跡
地
に
造
る
と

い
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
．小
野
公
園
内
に
建
設
す
る

多
目
的
運
動
施
設
は
、
子
供
の

運
動
機
会
を
確
保
す
る
目
的
で

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
造
る

た
め
、
公
園
や
運
動
場
と
隣
接

し
た
現
在
の
建
設
予
定
地
に
整

備
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
健

康
増
進
施
設
を
街
中
に
つ
く
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

■
そ
の
他

Ｑ
．福
島
民
報
新
聞
、
福
島
民
友

新
聞
の﹁
今
日
の
出
来
事
﹂欄
に

小
野
町
の
行
事
が
載
る
機
会
が

少
な
い
。
人
が
町
に
足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
、
も
っ

と
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

Ａ
．行
事
日
程
に
つ
い
て
は
、

新
聞
社
に
そ
の
都
度
送
付
を

行
っ
て
い
る
が
、
各
課
に
さ
ら

な
る
情
報
提
供
を
促
し
、
小
規

模
な
行
事
な
ど
で
も
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
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平成 27 年度

小野町役場　職員配置図
■町長事務部局
　町長　　大和田　昭 副町長　　鈴木　慎也

総務課

課長 阿部　京一
副課長（総務担当） 郡司　　功
副課長（財政担当） 村上　昭一

熊谷　真也　　新田　　徹
先﨑　　悟　　吉田　靖章
曽根真理子　　佐藤　真路
石井　友菜（新採用）　　

企画政策課
課長 佐藤　　浩
副課長（企画政策担当） 先﨑　　実

草野　隆行　　先﨑　博昭

税務課

課長 藤井　義仁
副課長（課税担当） 矢吹　昌之
副課長（収納担当） 吉田　徳一

吉田　　誠　　清野　淳子
清水　綾子　　草野　澄恵
先﨑　英樹

町民生活課

課長兼除染推進室長 村上　春吉
副課長（町民担当） 折笠　裕之
副課長（環境安全担当） 佐藤　金哉
主幹兼除染推進室副室長 先﨑　秀一

西牧　貴子　　先﨑　勝人
猪狩　信輔　　根本　理恵
齋藤惠理子　　遠藤　浩輝
會田　喜樹　　新田　晟也

健康福祉課

課長 山名　洋一
副課長（高齢福祉担当） 鈴木　　稔
副課長（社会福祉担当） 吉田ひろ子
副課長（健康・子育て支援担当） 根本　洋子

根本　要子　　大川原幸子
吉田由起子　　先﨑　淳子
山口美賀子　　成田ひとみ
渡邊　裕之　　鈴木　悠太
吉田　寛紀　　中野　隆子
二瓶　浩美

産業振興課

課長 石井　一一
副課長（農政振興担当） 二瓶　　淳
副課長（農地林務担当） 味原　広一
副課長（商工観光担当） 赤坂　泰秀

先﨑　英典　　矢吹　美加
清野　昭雄　　鈴木香代子
根本かえで（新採用）

地域整備課

課長 遠藤　靖次
副課長（管理水道担当） 照山　　真
副課長（地域整備担当） 矢吹　浩司

舘川　幸義　　郡司　幸喜
宗方　保之　　根本　慶一
二瓶由佳子　　鈴木　健之
舘川　睦礼　　国分　勝理
吉田浩太朗

出納室 会計管理者兼出納室長 宗像　喜也
郡司　治子　　宗像　玲子

■議会事務部局
　議長　　村上　昭正 副議長　　久野　　峻

事務局 事務局長 吉田　浩祥
次長 折笠　顕一

■農業委員会事務部局
　会長　　長谷川栄伸

事務局
事務局長（兼務） 石井　一一
次長（兼務） 二瓶　　淳

（兼務） 鈴木香代子

■退職〈３月31日付け〉※（　）は退職時役職
　荻野　治美
　（副参事兼副課長〈生涯学習担当〉兼ふる
　 さと文化の館館長兼町民体育館長兼海
　 洋センター所長）
　遠藤　いく（主幹兼中央さくら保育園長）
　舘川みや子（用務員）

■教育委員会事務部局
　教育長　　西牧　裕司

教育課

課長 吉田　吉広
副課長（教育総務担当） 西牧　英一
副課長（生涯学習担当） 今泉　令子

教育課

平原　信男
佐藤　　瞳
管野　正尚
武藤　　光
上遠野友昭

公民館 松本　　一
西牧　泰弘

ふるさと文化の館 籠田まき子
西牧美也子

町民体育館 渡辺　みき
吉田　雅俊

小野わかば幼稚園
園長 過足　文江

矢吹真由美
七海　　希

（新採用）

中央さくら保育園

園長 中原　智子
石井小百合
藁谷美枝子
会田由紀子
渡邊　梨恵
吉田　美佳
三浦　ふみ
佐藤　美紀

(新採用)
吉田とよ子

夏井おおすぎ保育園

園長 村上　昌子
小沼　和子
根本　早苗
宗像美津江
宗像　孝子

飯豊ひまわり保育園

園長 草野ゆかり
今野　真弓
桝内　洋子
塩田　淳子

浮金つつじ児童園 園長 佐藤　浩子
吉田　由美

小野新町小学校 用務員 村上　英子
小野中学校 用務員 菅野由美子

■田村広域行政組合派遣〈平成29年３月31日まで〉
　吉田　　隆
　（環境課主幹兼田村東部環境センター所長）

■福島県派遣〈平成28年３月31日まで〉
　村上　　香（総務部市町村総室）
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小
野
町
の
課
題

　

町
で
は
、
３
年
後
、
10
年
後
の
高
齢

者
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
今
後

の
高
齢
者
福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
重
点
的
に
次
の
５
項
目

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指
す
介
護
予
防
事

　

業
の
充
実

②
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
社
会
と
の
関
わ

　

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

③
高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対

　

応
④
医
療
と
介
護
の
連
携
と
地
域
包
括
ケ
ア

　

体
制
の
構
築

⑤
高
齢
者
の
み
の
世
帯
へ
の
対
応

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
含
め
、
民

生
委
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
関

係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス

　

既
存
の
事
業
所
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
細
や
か
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」サ
ー
ビ
ス
を
平
成
29
年

度
か
ら
提
供
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
入
所
者
が
入
院
な
ど
で

短
期
間
ベ
ッ
ド
を
空
け
た
と
き
利
用
で

き
る「
空
床
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
給
付
費

を
見
込
み
ま
し
た
。

施
設
サ
ー
ビ
ス

　

平
成
25
、
26
年
度
に
認
知
症
対
応
型

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
た
こ
と
や

近
隣
自
治
体
で
の
広
域
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備
状
況
を
勘
案
し
、
今

後
３
年
間
は
整
備
し
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。

介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

～
安
定
し
た
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
～

１
号
被
保
険
者
保
険
料　

月
額
５
，５
６
０
円（
１
，１
６
０
円
の
増
）に

介
護
予
防
や
医
療
介
護
の
連
携

　

団
塊
の
世
代
が
65
歳
を
越
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
が
将
来
い
つ

ま
で
も
元
気
で
あ
る
た
め
に
早
め
の
介

護
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。
介
護
・
認

知
症
予
防
、
健
康
づ
く
り
事
業
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
医

療
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
切

れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
医
療
分
野
と
介
護
分
野
の
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
社
団
法
人

田
村
医
師
会
な
ど
と
田
村
地
方
医
療
介

護
連
絡
協
議
会
に
参
画
し
連
携
強
化
を

図
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
算
定

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
公
費
と
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す（
次
ペ
ー

ジ
表
参
照
）。
法
律
上
、
第
１
号
被
保

険
者（
65
歳
以
上
）の
負
担
は
、
高
齢
者

数
の
増
加
に
伴
い
１
％
増
の
22
％
に
改

正
さ
れ
、
こ
れ
に
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
３
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
み
、

保
険
料
月
額
を
算
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
保
険
料

～
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
事
業
も
実
施
～

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月

ま
で
の
３
年
間
適
用
さ
れ
る
小
野
町
の

介
護
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。
全

国
的
に
介
護
保
険
料
の
上
昇
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
国
・
県
・
町
で
は
消
費
税

増
税
に
よ
る
収
入
を
充
て
、
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
第
３
段
階
ま
で

の
被
保
険
者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
予

定
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
に
よ
り
基
準
月

額
で
１
，１
６
０
円
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
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第
１
号
被
保
険
者︵
65
歳
以
上
︶保
険

料
の
納
め
方

◆
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
の
方

　

年
金
定
期
払
い
の
時
に
天
引
き
さ
れ

ま
す（
特
別
徴
収
）。

◆
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
方

　

町
が
送
る
納
付
書
に
よ
っ
て
個
別
に

収
め
ま
す（
普
通
徴
収
。
口
座
振
替
が

便
利
で
す
）。

第
２
号
被
保
険
者︵
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
︶保
険
料
の
納
め
方

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
や

給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る
か
た
ち
で
納

め
ま
す
。

制
度
改
正

　

平
成
27
年
４
月
と
８
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が
行
わ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
お
の
ま
ち
５
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２
︲
６
９
３
４

問
小
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
７
２
︲
２
１
２
８

平成27年4月からの保険料

所得段階 本人等の状況 月額
想定される
被保険者数
（概数）

第1段階
・生活保護被保護者
・世帯全員が町民税非課税の老齢福祉年金受給者
・世帯全員が町民税非課税かつ本人年金等収入80万円以下

2,502円
（軽減後の金額） 600人

第2段階 ・世帯全員が町民税非課税かつ本人年金等収入が80万円
　を超え120万円以下

4,170円
（平成29年度軽減予定） 210人

第3段階 ・世帯全員が町民税非課税かつ本人年金等収入が120万
　円を超える

4,170円
（平成29年度軽減予定） 170人

第4段階 ・本人が町民税非課税（世帯には課税者がいる）かつ本人
　年金等収入80万円以下 5,004円 1,010人

第5段階
（基準）

・本人が町民税非課税（世帯には課税者がいる）かつ本人
　年金等収入80万円を超える 5,560円 500人

第6段階 ・本人が町民税課税かつ合計所得金額が120万円未満 6,672円 400人

第7段階 ・本人が町民税課税かつ合計所得金額が120万円以上190
　万円未満 7,228円 260人

第8段階 ・本人が町民税課税かつ合計所得金額が190万円以上290
　万円未満 8,340円 100人

第9段階 ・本人が町民税課税かつ合計所得金額が290万円以上 9,452円 80人

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第２号被保険者
保険料

（40歳～64歳）
28％

第１号被保険者
保険料

（65歳以上）
22％

公費
（国・県・町が負担）

50％

小野町高齢福祉サービス推進協議会
（佐藤次男会長）の様子

介護保険の財源
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小野小町ふるさと応援寄付金へ
ご寄付ありがとうございます

　「小野小町ふるさと応援寄付金」へ
ご協力をいただき、小野町を応援し
ていただいています。
　寄付金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾があった方は次のとおり
です。
　倉島　秀明　様（埼玉県さいたま市）
　吉田千賀子　様（東京都港区）
　佐藤　武臣　様（神奈川県相模原市）

　現在、米の消費量の減少に伴い、米価が大きく
下落し、生産者は厳しい状況となっています。こ
のような現状のまま進むと生産者数や米の作付面
積が大幅に減少することが懸念されます。
　そこで町では、米の消費拡大対策の一環として、
宮城県で米粉の普及・推進活動を行っている有限
会社菅原商店の菅原啓子さんを講師に招き、米粉
の商品化に係る米粉活用研修会を開きました。
　研修会の会場には、町と連携して米粉を活用し
た商品開発を進めていただいている、福島県立小
野高等学校の調理室をお借りし、充実した設備の
中で実施することができました。
　研修会には、小野高等学校の生徒や小野町食生

１_実習の様子／２_菅原啓子さんによる
講習／３_米粉のらくがん（左）といちご大
福

１

２ ３

米粉活用研修会を開催

　小野町シニアお元
気会から、年間を通
した各種ゴルフ大会
時に参加者会員の皆
さんから募った浄財
を「町の社会福祉の増
進に役立ててくださ

小野町シニアお元気会から
小野町社会福祉協議会へ寄付

活改善推進員、商工会加盟店、生産組合ペルサルーテから約30人の方が参加し、主催者で
ある町長のあいさつに続き、会場となった小野高等学校の渡辺校長先生からの歓迎のあい
さつをいただきました。
　研修会では、米粉の普及、特性に関する講演や製粉方法の違う３種類の米粉を活用し、
調理実習が行われました。特に、調理実習では、さまざまなレシピが紹介され、研修用の
８種類のレシピの中から４種類の料理を作りました。参加された一人一人が意欲的に取り
組んでいました。
　町の基幹作物である米の生産を継続的に行えるように、農商工連携した商品化につなげ、
米の消費拡大を進めていきます。

い」と会を代表し、会長の佐藤信忠さんから小
野町社会福祉協議会にご寄付いただきました。
ご厚意に対し厚くお礼申し上げます。

町長に寄付を手渡す
佐藤会長（右）
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古民家ではみんなの顔が見えるの
で、より親密になれたのではない
でしょうか。

　皆さん、こんにちは、古崎です。小
野町の街コン「笑顔コン」が３月８日に
開かれました。これは、若者中心のス
タッフにより昨年9月から企画されて
きたものです。スタッフで参加した当
日の様子をレポートします。

古民家ではみんなの顔が見えるの

若者の力で開いた街コン
地域おこし協力隊活動記

vol.9

初めだけ緊張感が感じられました
が、飲み物や料理が運ばれてくると、
楽しそうな話し声で店内はいっぱい
になりました。　集まった参加者は男性12人と女性６人。みんなでバスに乗っ

て出発し、１カ所目のイタリアンレストランに到着します。お
のおので乾杯や自己紹介などをしてすぐに打ち解けた雰囲気
に。おいしい料理で話が弾み、大変盛り上がっていました。
　再びバスで移動して、２カ所目の古民家の宿でカフェタイム
を楽しみます。それぞれ囲炉裏の周りや畳の部屋に腰を下ろ
し、デザートを食べながらさらに仲を深めていたようです。皆
さん笑顔で楽しい時間を過ごしていました。
　企画段階にスタッフが話し合った中で、婚活イベントは参加するには勇気が要るという意
見があり、気軽に参加できる内容にまとめようと考えてきました。今回は狙い通り敷居を下
げることができたようです。独身男女が交流する機会を小野町に設けたという点で、このイ
ベントは成功したと感じています。

　浮金出身で横須賀市在住の土屋（旧姓吉田）貴美子
さんからウェルカムボードを寄贈いただきました。
　このウェルカムボードは、土屋さんのボランティ
ア先である養護学校高等部の木工班の授業の中で、

土屋貴美子さん（浮金出身・横須賀市在住）から
ウェルカムボード寄贈

27歳になった古崎です！
イベント開催日はなんと
私の誕生日でした

知的障がいのある高校生が糸のこを使い、長い時間をかけて一生懸命製作した、心
のこもったボードです。土屋さんがふるさとを応援する気持ちを込めてご寄贈くだ
さいました。
　いただいたボードは役場に飾り、町民の皆さんの願いを「ウェルカム」の気持ちで
受け入れさせていただきます。
　このたびの土屋さんのご厚意に対し、厚くお礼申し上げます。
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●最近では、山林や丘陵地の開発により、住宅地などで
　も土砂災害が増える傾向にあります。日頃から地域ぐ
　るみで危険な箇所など確認しておき、長雨、大雨の降
　りやすい梅雨や台風の時期は、特に注意しましょう。
●土砂災害は、雨が原因で起こるため、梅雨や台風の時
　期に多く発生します。特に長雨や大雨により、大量の
　水分が地中に染み込み、その量が多いほど斜面の土が
　弱くなり、災害の発生する可能性が高くなります。
●危険な箇所は、斜面が急な所、なだらかな斜面が広範
　囲にある所、植物があまり生えていない所などです。
　十分な注意が必要となります。
●大雨警報など気象情報に従って、早めに避難すること
　が大事です。　
　※速度の速い土石流は、流れを背にしていては追いつ
　　かれてしまいます。土砂の流れる方向に対し、直角
　　に逃げることを覚えておきましょう。

　土砂災害の注意点郡山地方
広域消防組合から

　この時季は空気が乾燥し、ちょっ
とした不注意で、たき火などから燃
え広がってしまう場合があります。
　次の事項を確認し、一人一人が、
火気の取り扱いに注意しましょう。
◎火災予防のための注意点
・たき火をしない。
・たばこの投げ捨てはしない。
・強風時および乾燥時には、火気の
　取り扱いに十分注意する。
・火気の使用中はその場を離れず、
　完全に消火する。
問郡山消防本部予防課
☎024-923-1878

山林からの出火防止

救命講習のご案内

　急な病気や事故の時、救命にはそ
の場に居合わせた方々の適切な応急
手当が大切です。
　消防署では、管内にお住まい、ま
たはお勤めの方を対象に、心肺蘇生
法やＡＥＤの使い方などの救命講習
を開いています。
　大切な人や家族の命を守るため、
知識と技術を身に付けましょう。
　受講を希望される方は、消防署に
お問い合わせください。
　開催日時については、郡山地方
広域消防組合ウェブサイト（http://
www.shobo.koriyama.fukushima.
jp/）でご覧になれます。
問郡山消防署救急係
☎024-923-1469
問田村消防署救急係
☎0247-82-1200
問町民生活課
☎72-6933

　こまち女性消防隊では、２月８日から３回にわたり49
人が普通救命講習を受講しました。
　田村消防署小野分署の救急救命士が中心となって講師
となり、３時間の講習で①心肺蘇生法②ＡＥＤの使用方
法③止血法④異物除去法を学びました。
　心肺蘇生やＡＥＤなどの応急手当は、経験がなければ、
いきなりその場で実践することはできません。身近にい
る大切な人の命を守るための講習に、受講した隊員は真
剣に取り組んでいました。

いざという時のために
～こまち女性消防隊　普通救命講習受講～

講習の様子 修了証
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　昨年度、図書館で人気の高かった本ベスト10を分野ごとにご紹介します。まだ読まれていない方、
ぜひお手にとってみてはいかがですか？

◎平成 26年度・多く読まれた本をご紹介

◆児童書
順位 書名 著者 出版社

1 一期一会 チーム151E 学習研究社
2 ミッケ！ファンタジー ウォルター・ウィック 小学館
3 進化の迷路 香川　元太郎 PHP研究所
4 リトルプリンセス ケイティ・チェイス ポプラ社
5 真夜中の学校レストラン 怪談レストラン編集委員会 童心社
6 黒魔女さんが通る！！ 石崎　洋司 講談社
7 どんぐりむらのぼうしやさん なかや　みわ 学研
8 昆虫（小学館の図鑑NEO） 小池　啓一 小学館
9 捨て犬・未来と子犬のマーチ 今西　乃子 岩崎書店

10 探偵チームKZ事件ノート 藤本　ひとみ 講談社

　「一期一会」シリーズは、小学生女子を中心に根強い人気があります。また「ミッケ！」シリーズや
「怪談レストラン」シリーズは 、性別を問わず子供たちに人気が高い傾向が数年続いています。
　その中で、平成26年度は特に香川元太郎・作の「迷路」シリーズに人気が集中しました。
　学習にも役立つ内容が精密な絵で盛り込まれた迷路で、小学生男子を中心に読まれました。

◆DVD・CD
順位 タイトル 出演 出版社

1 崖の上のポニョ（DVD） 山口　智子ほか／声の出演 ウォルト・ディズニー・スタジオ・
ホーム・エンターテイメント

2 ウルトラマンAのすべて（DVD） バンダイビジュアル
3 ウルトラマンマックス　怪獣大図鑑（DVD） バンダイビジュアル
4 快眠生活（CD） 志賀　一雄／監修 キングレコード
5 武士の家計簿（DVD） 堺　雅人ほか／出演 アスミック
6 目が疲れた時に聴く音楽（CD） 志賀　一雄／監修 キングレコード
7 ピーターパン（DVD） KOALA  BOOKS
8 未来少年コナン（DVD） 小原　乃梨子ほか／声の出演 バンダイビジュアル
9 ラジオ深夜便（CD） 帯津　良一ほか／出演 NHKサービスセンター

10 プラネットダイナソー（DVD） ナイジェル・パターソン／監修 BBCワールドワイド

　子供たちにはウルトラマンのDVDなどが人気でした。
　大人では「ラジオ深夜便」のCDを借りる方が多くいらっしゃいました。

図書館
l i b r a r y

ふ る さ と
文 化 の 館
情 　 　 報
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ふるさと文化の館
☎ 72-2120

◎「子ども読書の日」「こどもの読書週間」のご案内

　４月23日は「子ども読書の日」です。また４月23日から５月12日までは「こ
どもの読書週間」です。図書館ではこの期間に合わせて、おすすめ本のコー
ナーを設置します。親子で読書を楽しむ機会にしてはいかがですか。ぜひ図
書館にお越しください。

◆一般書（文芸書）
順位 書名 著者 出版社

1 村上海賊の娘（上・下） 和田　竜 新潮社
2 夢幻花 東野　圭吾 PHP研究所
3 廉恥 今野　敏 幻冬舎
4 泣き童子 宮部　みゆき 文藝春秋
5 明治・妖モダン 畠中　恵 朝日新聞出版社
6 決戦 上田　秀人 講談社
7 弓張ノ月 佐伯　泰英 双葉社
8 果つる底なき 池井戸　潤 講談社
9 豆の上で眠る 湊　かなえ 新潮社

10 海賊と呼ばれた男（上・下） 百田　尚樹 講談社

　東野圭吾、宮部みゆき、今野敏ら人気の作家がランクインしました。
　また時代小説の人気は根強く、上田秀人の著書の貸し出しが増えました。10位には入りませんで
したが、テレビドラマの影響か、村岡花子のエッセイの貸し出しも多くあった年でした。

◆一般書（実用書・郷土資料）
順位 書名 著者 出版社

1 藤田智の野菜づくり大全 藤田　智 NHK出版
2 1年中楽しめるゼラニウム160種 長岡　求 成美堂出版
3 農の庭おもしろ百科 根本　幸夫 万来社
4 キラキラ　アイドル　リカちゃん 島田　浩志 小学館
5 決定版　炊飯器でカンタンお菓子ふっくらパン 学研パブリッシング
6 おいしい！はやい！圧力鍋おかず 食のスタジオ 成美堂出版
7 エクスプレス　ブラジル・ポルトガル語 黒沢　直俊 白水社
8 小野町のむかしばなし 小野町 小野町
9 リカ　ワールドツアー 香山　リカ 小学館

10 猟師の肉は腐らない 小泉　武夫

　実生活に即した農業、園芸、料理の本が人気の高い傾向です。
　また郷土に関するものでは「小野町のむかしばなし」が一番多く貸し出しがありました。
　このほか、郷土ゆかりのリカちゃん関連書、小泉武夫先生の著作も多く読まれました。
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君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
☎0247-72-3171　FAX  0247-72-6211
http://www.ono-h.fks.ed.jp

　ライフプラン発表会が３月４日に行われました。１年
生が「産業社会と人間」の授業を通して取り組んできた活
動のまとめとして、１年生各クラスの代表者９人が将来
の夢やなりたい職業などについて発表しました。
　またユニクロ郡山日和田フェスタ店長吉田圭佑さんの
講演会も実施されました。前半は吉田さんのこれまでの
人生について講演があり、後半は店員の方２人と４月か
ら勤務することになった本校の卒業生２人を交えたパネ
ルディスカッションが行われました。在校生からも「今後
の取り組みや計画について教えてほしい」「海外の高校生
と日本の高校生の違いは何か」「震災後の復興に会社とし
てどのように関わっていくか」など、多くの質問が投げ掛
けられ、大変熱のこもった充実した講演会となりました。

「夢」をカタチに

ライフプラン発表会1年生

実習授業

　合格発表が３月16日に本校正面玄関前で行わ
れました。
　受験生の皆さん、合格おめでとうございます。
小野高校で自分の「夢」が達成できるように、勉
学、部活動に励んでください。

合格発表

　小野高校の事務室にあるものは
〇生徒が大切に育てた
　「サイネリア」
〇大量の文書や書類
〇そして・・・・

サイネリアを栽培

事務長
の

プチコ
ラム

小 野 高
通 　 信

　産業技術系列の実習授業で「サイネリア」を栽
培しました。秋まきの１年草で、日光を好む花
なので、室内のよく日が当たる場所に置いて管

理します。
　 販 売 実 習 の 授 業 で は、
小野町内で販売しました。
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　　狂犬病予防接種
　生後91日以上の犬を対象とした
狂犬病の集合予防接種を町内各所で
実施します。
　接種できなかった場合は、動物病
院などで接種することになりますの
で、この機会に必ず済ませてくださ
い。
◆実施月日
　４月25日㊏、５月２日㊏、３日㊐
◆場所　町内各所（日程表のとおり）
◆注射料金　１頭につき　3,200円

　　狂犬病について
　昭和31年を最後に日本国内での
狂犬病の発生はありませんが、海外
ではいまだに多くの国で確認され、
たくさんの人が命を落としていま
す。
　狂犬病に感染した犬にかまれる
と、２カ月から１年の潜伏期間を経
て発症し、５日から２週間ほどで死
亡します。狂犬病は潜伏期間中であ
れば治療できますが、発症後の治療
方法はないとされている大変恐ろし
い病気です。
　１年に１回は必ず狂犬病予防注射
を受けましょう。

　　飼い犬の登録も忘れずに！
　飼い犬への通知は畜犬台帳に基づ
き発送しています。犬を飼い始めた
場合はすぐに登録しましょう。
　また犬が死亡した場合や他人に
譲った場合、飼い主が転居した場合
は忘れずに町民生活課まで届け出て
ください。
◆登録料金　１頭につき　3,000円
※死亡や登録内容の変更届けの際は
　料金はかかりません。

　　犬の放し飼いはやめましょう
　犬はきちんとつないで飼いましょう。またリードにつなが
ずに散歩するのもやめましょう。
　犬が放されていると、飼い主が大丈夫と思っていても他人
に恐怖や危害を与えたり、交通事故に遭ったりする恐れがあ
ります。十分な心配りをし、マナーを守って飼いましょう。

　　ねこは屋内で飼いましょう
　放し飼いのねこは、交通事故に遭ったり、よその家を汚
したり、鳴き声で迷惑をかけたりします。犬やねこも家族
の一員です。最後まで愛情と責任をもって飼いましょう。
　また名札などを付けて飼い主が分かるようにしておきま
しょう。
問町民生活課　☎72-6933

狂犬病予防注射日程表
日程 行政区 場所 時間

　

４
月
25
日
㊏

小野赤沼 小野赤沼集会所 ９:00～９:20

菖蒲谷、雁股田 雁股田集会所 ９:30～10:05

塩庭一区 塩庭多目的集会施設 10:15～10:30

上羽出庭、和名田 旧夏井第二小学校 10:40～11:20

塩庭二区 塩庭二区集会所 11:30～11:40

湯沢 湯沢体験農園管理施設 13:00～13:15

夏井、南田原井 夏井多目的集会施設 13:25～14:15

５
月
２
日
㊏

飯豊上 飯豊ひまわり保育園駐車場 ９:00～９:20

浮金 浮金集落センター ９:30～10:10

吉野辺 吉野辺集落センター 10:20～10:50

飯豊中 新田内集会所 11:00～11:10

飯豊下 飯豊下多目的集会施設 11:20～11:30

小戸神 大名内集会所 11:40～11:50

小野山神 小野山神公民館 13:00～13:20

皮籠石 皮籠石集会所 13:30～13:50

５
月
３
日
㊐

谷津作 谷津作地区研修センター ９:00～９:50

荒町、中通、平舘 小野町商工会 10:00～10:50

本町、横町、仲町、
大八、反町 役場 11:00～12:30

犬を飼っている皆さんへ
　　狂犬病予防接種

　　狂犬病について

　　飼い犬の登録も忘れずに！
　　犬の放し飼いはやめましょう

　　ねこは屋内で飼いましょう
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ご
案
内

●役場窓口延長日　毎週水曜日 8:30 ～ 19:15（年末年始を除く）

︲
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知

ら
せ
︲

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
よ
る

医
療
費
の
返
還
に
つ
い
て

　

４
月
は
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
異
動
が
多
い
時
期
で

す
。
健
康
保
険
証
を
使
用
す
る

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入
や

転
出
に
よ
り
小
野
町
の
国
民
健

康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ

た（
喪
失
し
た
）に
も
か
か
わ
ら

ず
、
小
野
町
の
国
民
健
康
保
険

証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
た
場
合
、
そ
の
医
療

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
小
野
町
の
国
民
健

康
保
険
証
で
受
診
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
来
受
診
日
当
日
加
入

し
て
い
た
健
康
保
険
が
負
担
す

べ
き
医
療
費（
受
診
者
の
窓
口

負
担
分
を
除
い
た
額
）を
小
野

町
の
国
民
健
康
保
険
が
支
払
っ

た（
一
時
的
に
立
て
替
え
た
）た

め
で
、
そ
の
医
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

返
還
し
た
医
療
費
は
、
受
診

日
当
日
に
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
に「
療
養
費
」と
し
て
申
請

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
具
体
的
に
は
ど
ん
な
と
き
？

○
就
職
し
て
社
会
保
険
や
共
済

　

組
合
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

　

に
加
入
し
た
が
、
保
険
証
の

　

交
付
に
時
間
が
か
か
っ
た
た

　

め
、
そ
の
間
に
国
民
健
康

　

保
険
証
を
使
用
し
て
し

　

ま
っ
た
と
き
。

○
転
出
先
の
市
区
町
村
か
ら
新

　

し
い
国
民
健
康
保
険
証
の
交

　

付
を
受
け
る
前
に
、
小
野
町

　

の
国
民
健
康
保
険
証
を
使
用

　

し
て
し
ま
っ
た
と
き
。

○
す
で
に
社
会
保
険
な
ど
に
加

　

入
し
た
り
、
転
出
し
た
り
し

　

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　

そ
の
届
け
出
が
遅
れ
、
返
却

　

前
の
国
民
健
康
保
険
証
を
使

　

用
し
て
し
ま
っ
た
と
き
。

◆
返
還
方
法
は
？

○
該
当
と
な
っ
た
方
に
は「
返

　

還
通
知
書
」と「
納
入
通
知

　

書
」を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

　

指
定
期
日
ま
で
に
返
還
金
を

　

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
小
野
町
と
医
療
機
関
と
の
間

　

で
調
整
が
で
き
た
場
合
は
、

　

個
人
か
ら
返
還
し
て
い
た
だ

　

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
「
返
還
通
知
書
」と「
納
入
通

　

知
書
」は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。

◆
療
養
費
の
申
請
方
法
は
？

○
医
療
費
を
返
還
し
た
後
に
、

　

受
診
日
当
日
加
入
し
て
い
た

　

健
康
保
険
に「
療
養
費
」と
し  

　

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。
加
入
し
て
い
た
健
康

　

保
険
に
よ
り
申
請
方
法
は
異

　

な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書

　

類
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
健

　

康
保
険
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

○「
療
養
費
」の
申
請
に
は「
返

　

還
金
の
領
収
書
」が
必
ず
必

　

要
と
な
り
ま
す
。
領
収
書
の

　

再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◆
そ
の
他

○
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

　

る
前
に
医
療
機
関
な
ど
を
受

　

診
す
る
と
き
は
、
医
療
機
関

　

な
ど
の
窓
口
で
必
ず
そ
の
旨

　

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
基

　

本
的
に
は
、
い
っ
た
ん
全
額

　

自
費（
10
割
負
担
）で
お
支

　

払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

　

ま
す
が
、
窓
口
の
指
示
に

　

従
っ
て
お
支
払
い
く
だ
さ

　

い
。

○
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

　

た
と
き
は
、
速
や
か
に
役
場

　

に
届
け
出
を
行
い
、
国
民
健

　

康
保
険
証
は
必
ず
返
却
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
誤
っ
て
保
険
証
を
使
用
し
て

　

し
ま
っ
た
と
き
は
、
医
療
機

　

関
ま
た
は
町
民
生
活
課
に
速

　

や
か
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
費
の
適
正
化
に
、
ご
理

　
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
︲
６
９
３
３

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契

約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
生
活
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
相

談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
日

　

５
月
12
日
㊋

　
（
次
回
７
月
14
日
㊋
）

◆
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館（
郡

山
市
虎
丸
町
７
︲
７
）

◆
相
談
時
間

　

午
後
１
時
15
分
か
ら
午
後
４

時
45
分
ま
で（
一
人
当
た
り
30

分
）

　

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
会
場
で
行
う
ほ
か
電

話
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

事
前
予
約
お
よ
び
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県

民
環
境
部
県
民
生
活
課

☎
０
２
４
︲
９
３
５
︲
１
２
９
５

　
　

相
談

●休日窓口開庁日　毎月第３日曜日 8:30 ～ 17:15

お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n
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♨ゆ～ゆ～こまち休業日　毎週水曜日

国 民 年 金 コ ー ナ ー

　国民年金は日本国
内に住所がある20歳
以上60歳未満のすべ
ての方が加入する制
度です。
　届け出を忘れると、
将来受け取る年金額
が 少 な く な っ た り、
受けられなくなった
りする場合がありま
す。
　届け出が必要なと
きには、必要な書類
をあらかじめ確認の
上、14日以内に忘れ
ずに手続きをしてく
ださい。
問郡山年金事務所
☎024-932-3434
問町民生活課
☎72-6933

こんなときは忘れずに届け出を

こんなとき 必要なもの・提出するもの

第1号
被保険者

20歳になったとき
（厚生年金、共済組合の加入者は除く）

国民年金資格取得届
（日本年金機構から送付
されます）、印鑑

厚生年金、共済組合に加入したとき 勤務先にお問い合わせく
ださい

厚生年金、共済組合に加入してい
る配偶者の扶養になったとき

配偶者の勤務先にお問い
合わせください

住所・氏名が変わったとき 年金手帳、印鑑
年金手帳をなくしたとき 身分証明書、印鑑

第2号
被保険者

退職して厚生年金、共済組合の加
入をやめたとき

年金手帳、退職した日が
分かる証明書、印鑑

第3号
被保険者

厚生年金、共済組合に加入してい
る配偶者の扶養から外れたとき

年金手帳、扶養から外れた
日が分かる証明書、印鑑

年金
受給者

誕生月がきたとき 年金受給権者現況届
住所が変わったとき 年金受給権者住所変更届
氏名が変わったとき 年金受給権者氏名変更届
年金の受取先を変えるとき 年金受給権者支払機関変更届
亡くなったとき 年金受給権者死亡届
年金証書をなくしたとき 年金証書再交付申請書

※住民票コードが日本年金機構に登録されている場合には、現況届や
　住所変更届の提出は不要となります。

　当院では、新病院開院に合わせてＭＲＩ装置（磁気共鳴画像診断装置）を導入しましたので、
ご紹介します。

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

　ＭＲＩ装置は、強力な磁石でできた筒の中に入り、磁気
の力を利用して体の臓器、血管を撮影する装置です。放射
線を使用しないので被ばくの心配がなく、この装置の導入
により脊椎、脊髄（椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症など）、
関節や靭帯の検査も可能です。また頭部検査においてもＭ
ＲＩ装置の得意分野であり、Ｘ線、ＣＴよりも多量の情報
が得られます。そして、もう一つの利点としてＭＲＩでは、
造影剤（バリウム）を使わずに血管を撮影することができま
す。そのため、より少ない負担、リスクで検査を受けてい
ただくことができます。
問公立小野町地方綜合病院　総務課　☎72-3181

導入されたＭＲＩ
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除染推進室だより

【除染】小野新町・飯豊地区の除染作業が完了しました
　昨年５月から開始した小野新町・飯豊地区の除染作業が平成27年２月27日をもって完了しました。
　公共施設や町道、同意の得られた住宅などの生活圏について空間線量率の事前測定を行い、その結果、国
で定める基準値 （毎時0.23マイクロシーベルト）以上を示した箇所について除染作業を行いました。
　作業終了後、除染実施箇所について事後測定を行った結果、すべての測定点において空間線量が基準値を
下回り、除染作業による線量低減効果がみられました。
　これにより、平成25年度に実施した夏井地区の除染作業と合わせて、小野町内における生活圏すべての除
染作業が完了となりました。
　引き続き町内の空間線量率を監視していきますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。
　なお小野新町・飯豊地区除染作業の結果については表１・２のとおりです。

表２．除去土壌等の数

地区 区分
フレキシブルコンテナ数

備考
可燃物 不燃物 合計

小野新町

住宅・事業所 3袋 3袋 6袋 現場保管
公共施設 1袋 2袋 3袋 現場保管
除染実施計画策定前実施分 1袋 210袋 ※211袋 現場保管

合計 5袋 215袋 220袋

飯豊

住宅・事業所 28袋 14袋 42袋 飯豊地区仮置場に搬出済み
公共施設 ― 6袋 6袋 飯豊地区仮置場に搬出済み
道路 ― 4袋 4袋 飯豊地区仮置場に搬出済み
除染実施計画策定前実施分 11袋 190袋 201袋 飯豊地区仮置場に搬出済み

合計 39袋 214袋 253袋
総計 44袋 429袋 473袋

※小野新町地区の除染実施計画策定前実施分は見込み数です。

【仮置場】小野新町地区の仮置場は８月末の完了を目指して工事を進めています
　小野新町地区の「仮置場」について鋭意工事を進めているところですが、「仮置場」および「仮置場進入路」の
一部計画見直しのため、最終的な完成は８月末頃となる見込みです。
　なお小野新町地区の除染作業によって生じた除去土壌など（220袋程度の見込み）は小野新町地区の「仮置
場」が完成し次第搬入します。以降は、可燃物、不燃物に分けて配置し、放射線遮へいのための覆土および
遮水シートによる遮水を行い、周囲に立ち入り防止柵を設置した上で仮置場での保管を開始します。
　長期にわたる工事により、皆さんには多大なるご不便、ご迷惑をお掛けしていますが、ご理解、ご協力の
ほどよろしくお願いします。

表1．除染の効果
地区 区分 件数 最大測定値の平均 除染後測定値の平均 低減効果 除染後基準値超

小野新町
住宅・事業所 5カ所 0.32μSv/h 0.14μSv/h 56.3％低減 無
公共施設 2施設 0.28μSv/h 0.10μSv/h 64.3％低減 無

飯豊
住宅・事業所 11カ所 0.30μSv/h 0.15μSv/h 50.0％低減 無
公共施設 1施設 0.43μSv/h 0.10μSv/h 76.7％低減 無
道路 3施設 0.29μSv/h 0.14μSv/h 51.7％低減 無

※μSv/h：マイクロシーベルト／時
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【仮置場】夏井地区仮置場
の監視状況について、お
知らせします
　空間線量率の監視（週一
度）および地下水、流末水
路表流水、浸出水の放射
能汚染の監視（月一度）を
行っています。その結果、
周辺環境への影響はあり
ません。

■放射線空間線量率記録ならびに地下水、流末水路表流水、浸出水放射能濃度分析記録経過

測定
放射線空間線量率（μSv/h）

※100cm高・5回測定平均値 採取 放射性
セシウム

水放射能濃度分析（Bq/l）

仮置場敷地内 敷地外 地下水 水路表流水 調整池 浸出水
月 日 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 月 日 Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ

2

2㊊ 0.11 0.11 0.12 0.12 0.10 0.13 0.14

2 10㊋
Cs134 検出せず

（1Bq/l未満） 浸出水なし
10㊋ 0.11 0.11 0.11 0.11 0.10 0.13 0.13
16㊊ 0.12 0.12 0.11 0.12 0.11 0.13 0.13

Cs137 検出せず
（1Bq/l未満） 浸出水なし

23㊊ 0.12 0.12 0.12 0.13 0.11 0.14 0.14
【参考：飲料水基準値　10Bq/kg】

問町民生活課　☎72-6933

除染推進室だより

【仮置場】飯豊地区の仮置場が完成しました
　平成27年３月６日をもって、小野山神地内において造成工事を進めていた飯豊地区の「仮置場」が完成しま
した。
　この「仮置場」には平成26年度に実施した飯豊地区の除染作業によって発生した土壌や草木など（以下「除去
土壌など」といいます）を、国の規格に合致するフレキシブルコンテナに封入し、保管しています。
　一般住宅、事業所、公共施設および道路
などの除染作業によって生じた除去土壌な
ど（全体で253袋）は可燃物、不燃物に分け
て配置し、放射線遮へいのための覆土およ
び遮水シートによる遮水を行い、周囲に立
ち入り防止柵を設置した上で保管していま
す。
　今後も引き続き空間線量率の監視（週一
度）および地下水、流末水路表流水の放射
能汚染監視（月一度）などの監視業務を行い
安全に管理していきますので、ご理解、ご
協力のほどよろしくお願いします。

Ⓐ
Ⓑ

Ⓒ

②
③

④⑤⑥

⑦

Ⓓ
Ⓔ

Ⓕ
①
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✚休日当番医・院外薬局
月 日 当番医 薬局

4

5㊐ 中央通りクリニックやない　（田 村 市 船 引 町）　☎81-2662 コスモ調剤薬局中央通り店　（田 村 市 船 引 町）　☎81-1610
12㊐ かみや内科クリニック　（小 野 町）　☎72-3212 さ と う 薬 局　（田 村 市 常 葉 町）　☎77-2018
19㊐ 大 久 保 ク リ ニ ッ ク　（田 村 市 船 引 町）　☎82-2555
26㊐ 矢 吹 医 院　（三 春 町）　☎62-3015 ふ く だ や 薬 局　（田 村 市 船 引 町）　☎86-2013
29㊗ 青 山 医 院　（田 村 市 常 葉 町）　☎77-2015 タ カ ギ 薬 局　（田 村 市 常 葉 町）　☎77-4381

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」をご覧ください。
　バーコード認識機能で、携帯電話から「福島県総合医療情報システム」をご覧いただけます。

毎日、19:00～翌8:00
☎024-521-3790
詳しい情報は、「こどもの救急についての
ウェブサイト」をご覧ください。

♥こども救急電話相談

田村市船引町船引字源次郎  福祉の森公園地内
☎81-2233
◆受付時間
　㊊～㊎19:00～21:30
　※㊏㊐㊗、お盆、年末年始は休診
◆診療内容
　内科、小児科疾患の一次救急です。風邪
やウイルス性胃腸炎、家庭では対処できな
い切り傷といった傷病が適応です。
※入院や手術を必要とする二次救急疾患、
　生命に危険が及ぶような三次疾患には対
　応していません。

✚田村地方夜間診療所

5

3㊐ 石 塚 医 院　（小 野 町）　☎72-2161 ヤナイ調剤薬局　（小 野 町）　☎72-5912
4㊊ 大 方 病 院　（田 村 市 船 引 町）　☎82-1117
5㊋ 西 山 医 院　（三 春 町）　☎62-2473 ふ く だ や 薬 局　（田 村 市 船 引 町）　☎86-2013
6㊌ 奥 秋 医 院　（田 村 市 船 引 町）　☎86-2034

10㊐ 橋 本 医 院　（小 野 町）　☎72-3711 コスモ調剤薬局小野新町店　（小 野 町）　☎71-0305

■乳幼児健診
月 日 内容 時間 場所
4 22㊌ １歳６カ月児健診 受付13:00～13:30 母子健康センター

問健康福祉課　☎72-6934

■親子の教室
月 日 内容 時間 場所

4
23㊍ 親子ふれあい教室

受付10:00～10:15
実施10:15～12:00 母子健康センター

27㊊ ママのリフレッシュ教室
28㊋ 育児教室

5 7㊍
親子ふれあい教室

（ベビーマッサージ教室
合同）

※親子ふれあい教室…旧キッズ・クラブ

問健康福祉課　☎72-6934

■健康づくり
月 日 内容 時間 場所

4

16㊍ こころの相談室 13:00～15:00 母子健康センター
23㊍ 夜間ヘルスアップ運動教室 19:00～20:30 町民体育館
24㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設

30㊍
精神保健デイケア 10:00～14:00 多目的研修集会施設
夜間ヘルスアップ運動教室 19:00～20:30 町民体育館

5

8㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設
11㊊ 健康相談日   9:00～15:00 母子健康センター

14㊍
精神保健デイケア 10:00～14:00 多目的研修集会施設
夜間ヘルスアップ運動教室 19:00～20:30 町民体育館

問健康福祉課　☎72-6934

■あそびの広場
　平成27年度の「あそびの広場」は、５月から
小野わかば幼稚園で実施します。
◆日時　毎週水曜日９:30～11:30
問子育て支援センター（小野わかば幼稚園）
☎72-2629
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❖お誕生おめでとう❖

　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行 政 区

助川虎汰郎　（こたろう）　克 也・ 望 　谷 津 作

吉田悠之助　（ゆうのすけ）　裕 之・早妃子　谷 津 作

村上　心美　（ここみ）　正 幸・ゆかり　小野赤沼

佐藤　羽太　（ う た ）　俊 太・絵 美　飯 豊 上

宗像さくら　 　 　芳 宏・春 美　南田原井

（２月届出分）

❖おくやみ申し上げます❖

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

関　根　一　雄　　　　６５　　　　飯 豊 下

吉　田　忠　則　　　　８６　　　　夏 井

（1 月届出分）

矢　吹　元　孝　　　　６５　　　　本 町

小比田　ヤイ子　　　　７９　　　　仲 町

壁　谷　　操　　　　１００　　　　反 町

古　内　　孝　　　　　７６　　　　反 町

細　山　金　男　　　　８８　　　　反 町

大　樂　敬四郎　　　　８２　　　　大 八

村　上　亢　良　　　　８６　　　　小野赤沼

薄　井　美　一　　　　４８　　　　皮 籠 石

（２月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
　います。

　町で実施している簡易検査およびゲルマニウム半導体放射
能測定器による検査結果をお知らせします。

問健康福祉課　☎ 72-6934

２月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/mℓ以下 0CFU/mℓ
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 16.4mg/ℓ
有機物（TOC） 3mg/ℓ以下 0.7mg/ℓ

PH値 5.8～8.6 7.2　
味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 1度
濁度 2度以下 0.1度

問地域整備課　☎72-6936

◎食品中の放射性物質（セシウム）の基準値

飲料水 ………………  10Bq/kg
牛乳・乳幼児食品 …  50Bq/kg
一般食品…………… 100Bq/kg

※平成24年4月から新しい基準値が設定され
　ました。

【簡易測定器による測定結果】
◆基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
2 0 - -

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です。

◆基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
2 0 -

※食品以外の検体については、結果に含まれていません。

【ゲルマニウム半導体放射能測定器による測定結果】
◆基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
2 0 - -

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です。

◆基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

2
19 水道水
11 井戸水、引き水

1 切り干し大根
※食品以外の検体については、結果に含まれていません。

食品などの放射能測定結果

上水道水質検査結果

■町の人口・世帯数（　）内は前月比
平成27年3月1日現在

人口
男 5,038人（＋２人）
女 5,329人（△10人）
計 10,367人（△８人）

世帯数 3,486世帯（＋３世帯）
福島県現住人口調査結果から

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。
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　４月１日から開催している「ふくしまＤＣ」の関
連イベントが福島県内で行われています。
　広報おのまち２月号でお知らせしました「プレゼ
ント＆クーポンキャンペーン」のほか、スタンプ３
個以上集めて応募し抽選で賞品があたる「キビタン
フラワースタンプラリー」、県内30のエリアで宝
箱を探す「コードＦ- ５」が始まりました。
　イベントに参加するための冊子などは役場窓口
にありますので、皆さんもぜひご参加ください。

プレゼント＆クーポン
キャンペーン

キビタンフラワー
スタンプラリー

リアル宝探しイベント
コードＦ-５

詳しくは、ふくしまＤＣウェブサイト（http://dc-fukushima.jp/）をご覧ください。
   ふくしまＤＣ　で検索

（12月31日㊍まで） （６月30日㊋まで） （９月27日㊐まで）

ふくし
ま

デステ
ィネー

ション

キャン
ペーン

（ふく
しまＤ

Ｃ）

関連イ
ベント

開催中
！

   ふくしまＤＣ　で検索   ふくしまＤＣ　で検索


